
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 

デ

ー

タ

分

析

表 

 

総

合

評

価 

今年度は、色や水との対話をじっくりと重ねていく中で、子どもたち一人ひとりの新たな発見や

気づきへと繋がっていった。また、園外での活動も積極的に取り入れたことで、自然や地域の環

境に触れながら、四季の移ろいを感じる豊かな体験を積み重ねることができた。地域との繋がり

については、現状として十分な関わりを持つまでには至っていないため、今後は地域の方々や資

源との関わり方を模索しながら、自園としてできることを少しずつ積み重ねていきたい。職員の

専門性の向上については、引き続き外部研修や各委員会で得た学びを園全体で共有し合うこと

で、個々の学びを組織全体の学びへと繋げ、教育・保育の質を高めていけるよう努めていく。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

職員・職員の家族と

の「信頼」の構築 

〔健全な職場環境の確立〕毎月の会議の中で休憩や事務時間の取得状況

を確認し、適切に確保できるよう計画的な運用と情報共有を行う 

             【年間 12 回 （前期 6 回 後期 6 回）】 

子ども・高齢者・障

害者との「信任」の

構築 

〔受容的環境の確立〕ケース会議を通して子どもの姿を振り返り、より

良い人的・物的環境の在り方を検証し、継続的な改善につなげる 

             【年間 12 回 （前期 6 回 後期 6 回）】 

子ども・高齢者・障

害者との「信任」の

構築 

〔安全な環境の維持〕計画に基づいた訓練を実施する中で、災害備品の

見直しや補充を行い、防災体制の強化を図る  

             【年間１回 （前期１回 後期 0 回）】 

 


